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Discovery of Study Group Candidates from Library’s Loan Records
– An Attempt for Finding Social Networks of Library Patrons –
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　 Library’s study group formation service can make the library work as a “social media” for patrons,
which is an attempt to develop a new library service in the network age. It can be considered also to
contribute to well-utilizing the learning commons (LC) spaces of the library. LC is a trend for libraries
for attracting the patrons and encourage them to stay in the library for a long time. Based on these
background motivations, we discuss and propose a method of study group formation by libraries, based
on the loan records. In the proposed method, study group members are chosen based on the similarity of
patron’s interest area profile, expertise level, etc., which are definable using the loan records. Even though
the research on this approach has just started and thus is still in the very early stage, we are convinced of
its great potential for valuable library services in the future.
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る： 学部学生 (B1から B6), 修士学生 (M), 博士




































000 (総記)，100 (哲学・宗教), 200 (歴史・地理),
300 (社会科学), 400 (自然科学), 500 (技術), 600
(産業), 700 (芸術), 800 (言語), 900 (文学) 。たと
えば，400 (自然科学) のカテゴリの次レベルは次
のサブカテゴリに細分化されている： 400 (自然科
学), 410 (数学), 420 (物理), 430 (化学), 440 (天
文学), 450 (地球科学), 460 (生物化学), 470 (植物








Prof(p) =< r0, r1, ..., r9 >
ここに，それぞれの i = 0, 1, ..., 9 に関して，
ri = fi/
∑900
j=000 fj , fi = #{l|l : １つの貸出記録,





テゴリが 000から 099.99の図書を 10冊，100から
199.99の図書を 11冊借り，200から 299.99の図
書を 12冊，以下同様に 900から 999.99までの図
書を 19冊借りたとすると，そのプロファイルは<
10/145, 11/145, 12/145, 13/145, 14/145, 15/145,














































つのプロファイルベクトル p =< p0, p1, ..., p9 >
と q =< q0, q1, ..., q9 > に対して次のように類似
度を定める: sim(p, q) = p · q/|p||q|, ここに p · q
－ 18 －
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図 2: トップ 11学生 P.Aから P.Kの相互類似度





図 2にトップ 11名の学生 P.A から P.K 相互
の類似度を示す。自身との類似度常に 1 であり
(i.e. sim(p, p) = 1)，また，対称性がある (i.e.
sim(p, q) = sim(q, p))。図より P.A は比較的高
い類似度をほとんどの学生に対して持つことが分
かる。自身以外との類似度は P.J に対して最大で
あり (0.68)，P.B に対して最小である (0.26)。類
似度の平均値は 0.50 であり 11名の学生中最大と
なっている。これは図 1で示されるように P.A は
広い範囲の興味を持つため，幅広い学生達と一定
値以上の類似度を持つからである。
一方，P.B は他の学生達と類似度が P.I を除い
て小さいことが分かる。P.I との類似度は 0.26 と






































学部１年次 (B1) から学部６年次 (B6) を，それぞ
れ専門度 1 から 6 を割り当てる。学習を主とする
学部学生と，研究を主とする修士学生との差を強
調するために，修士学生の専門度を 8 と定める。












図 4: 全てのレコードの c-rankのヒストグラム
lation/loan records) と呼ぶ。それぞれの貸
出データ（レコード）は次のような構造であ
る。c = [bID = 図書の書誌 ID, pID = 貸
出者 ID, pType = 貸出者の利用者タイ
プ (B1, B2, ..., B6,M,D, P,O), borrowDate =貸
出日, borrowTime = 貸出時刻, returnDate = 返
却日, returnT ime = 返却時刻, . . .] 本稿では レ
コード c の bID（図書 ID) を bID(c) と，そし
て pID（利用者 ID) を pID(c) のように表現す
ることにする。
利用者タイプの標準的専門度を el(B1)や el(P )
のように表すことにすると，c-rank は以下の式で
定義される。
c− rank(b) = average[el(pType(c)) :


























































(8.5%) は類似度１である。利用者 A と利用者 B
の類似度が１であることを A ∼ B と表すと，この
関係は同値関係となる。すなわち，(i)A ∼ A (反
射性), (ii) A ∼ B ならば B ∼ A (対称性), そして












































































































リ 500（技術）のみであり，４番目は 900 (文学),
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